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大
妻
国
文

第
位
号

。
年

月

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と

「
御
送
物
の
御
昇
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

ー

l
惰
子
内
親
王
裳
着
の
准
拠
｜
｜

倉

田

実

は
じ
め
に

問
題
に
す
る
『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
は
、

－
類
本
（
西
本
願
寺
本
）

で
次
の
よ
う
に
あ
る
。
引
用
は
、
『
私
家
集
大
成
』
に
拠
り
、

ル
ビ
は
、

底
本
の
表
記
を
示
す
。

き

た

も

た

て

ま

っ

か

む

ず

北
の
宮
の
御
裳
奉
る
に
、
尚
侍
の
お
と
ど
の
御
送
物
の
御
扉
風
歌
。

と

込

ろ

た

ゆ

み

づ

わ

け

ふ

み

い
に
し
へ
の
心
も
絶
え
ず
行
く
水
に
我
が
ま
っ
影
も
今
日
こ
そ
は
見
れ

〉

た

て

ま

っ

こ
こ
に
奉
り
た
ま
ふ
か
ぎ
り

H
類
本
（
群
書
類
従
本
）
と
皿
類
本
（
歌
仙
家
集
本
）

で
は
、

E
類
本
の
二
句
が
「
心
し
」
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
に
歌
句
の
異
同
は
な
く
、
歌

の
内
容
に
は
影
響
が
な
い
。
詞
書
に
は
異
同
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

き

た

も

た

て

ま

つ

メ

を

く

り

北
の
宮
の
御
裳
奉
る
に
、
お
と
ど
の
御
送
物
の
扉
風
歌
。
水
の
つ
ら
に
松
あ
る
所

き

た

も

き

ば

を

く

り

た

て

ま

っ

北
の
宮
の
裳
着
給
に
、
院
そ
の
お
と
ど
の
送
物
に
御
扉
風
の
和
歌
奉
れ
る
か
ぎ
り

（E
類
本
七
九
）

（
皿
類
本
七
九
）

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御
扉
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て



苧 H
Zし類ιた本
工みか
3ごづら
よ題
Vが
「
水
の
つ
ら
に
松
あ
る
所
」

で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
本
歌
は
『
中
務
集
』
（
六
七
）
に

I
類
本
の
歌
句
で
収
載
さ
れ
、

と
の
調
書
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
絵
柄
に
相
異
は
そ
れ
ほ
ど
な
さ
そ
う
で
あ
り
、
こ
の
異
同
は
小
異
と
し
て
理

解
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
他
で
は
、

－
類
本
の

「
尚
侍
の
お
と
ど
」
が
、

H
類
本
で
は

「
お
と
ど
」

田
類
本
で
は
「
院
そ
の
お
と
ど
」
と
異

同
が
あ
り
、
問
題
に
な
る
が
、
こ
の
点
は
後
に
確
認
す
る
よ
う
に
、

－
類
本
で
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
、
調
書
の
異
同
は
こ
の

点
を
除
い
て
問
題
に
す
る
必
要
は
な
い
と
三
守
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
、

－
類
本
で
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
『
古
今

六
帖
』
（
二
九
二
四
）
に
も
本
歌
が
伊
勢
作
と
し
て
収
載
さ
れ
て
い
る
が
、
歌
句
の
異
同
は
な
い
。

関
し右（九）（八）（七）（六）（五）（四）（三）（二）（ー）さ
ての で
は（九）惰歌「「裳「「「
そ、の子の三送着お尚北 本物相と侍 /-I'-
の「み内解」 の 」｛作歌
三五北が親釈に」次ど 旦者と
量2派王。奉は第」は は
一 り誰用の誰呼~ ~－品書 たかと解カ；称 ：~ 
ー まら「釈いかなと 「 ーか詞
て常聞の ふ誰待。 度中書
i かに λ t」題聞 の 勺務に
異藤、連ぎカ；お かつ
説原（八）。ど と 。い
が師が
多堕歌 f; 」 は
い芋の 誌の 問
と解町役 題
こな釈 割 が
庁、っ、
点た残 。 ？ 
も醍り
合醐が 次
め天調 の
て皇書 ょ
、皇に
以女開 会
下康し 諸
、子て
こ内と ，~~ 
れ親な 再
ら手り 確
のを、 認
問指全 や
題す体 検
をと的
考すに が
える問 必
てこ題 要
いとで と
きであ な
た現る つ
い在こ て
。のと い
私とが る
見こ知
はろら
、諸れ

現説よ
代一う
語致
訳し（二）
でてに

い
る
が
、



示
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

北
の
宮
康
子
内
親
王
の
御
裳
着
の
折
に
、
尚
侍
の
お
と
ど
（
藤
原
満
子
）

へ
の
御
送
物
の
御
扉
風
の
歌
。
尚
侍
に
呈
上
な
さ
っ
た
扉

風
の
私
（
伊
勢
）

の
詠
歌
の
す
べ
て

昔
か
ら
絶
え
る
こ
と
な
く
流
れ
て
行
く
水
に
、
ご
生
誕
以
来
ず
っ
と
待
っ
て
お
り
ま
し
た
裳
着
の
お
姿
も
、
長
寿
を
祝
う
松
の
影
も
、
今

日
に
な
っ
て
と
も
に
映
っ
て
見
え
る
こ
と
で
す
。

「
北
の
宮
」
と
は

ま
ず
、
康
子
内
親
王

（
九
一
九
1
九
五
七
）
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
「
北
の
宮
」
呼
称
に
つ
い
て
は
、
こ
の
後
に
触
れ
る
こ
と
に
な

る
。
康
子
内
親
王
は
、
醍
醐
天
皇
第
一
四
皇
女
で
、
母
は
藤
原
基
経
女
の
中
宮
穏
子
（
八
八
五
1
九
五
四
）
。
延
喜
一
九
年
（
九
一
九
）

四
月
に

生
ま
れ
、
同
母
兄
弟
に
保
明
親
王
・
朱
雀
天
皇
・
村
上
天
皇
が
い
る
。
母
の
同
母
兄
弟
に
は
、
時
平
は
す
で
に
死
去
し
て
い
た
が
、
仲
平
（
八

七五’
S
九
四
五
）
・
忠
平
（
八
八
0
1九
四
九
）
が
健
在
で
あ
り
、
内
親
王
の
後
見
役
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
閲
歴
は
、
延
喜
二

O
年
一
二
月
一

七
日
に
二
歳
で
内
親
王
宣
下
、
裳
着
は

一
五
歳
の
朱
雀
朝
の
承
平
一
二
年
（
九
三
二
一
）

八
月
二
七
日
で
、
『
日
本
紀
略
』
に
「
辛
未
、
先
帝
第

十
二
康
子
内
親
王
於
常
寧
殿
初
拝
、
即
叙
三
品
」
と
あ
り
、
常
寧
殿
で
行
わ
れ
、
三
品
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
主
催
は
穏
子
で
あ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
村
上
朝
に
な
っ
た
天
慶
九
年
（
九
四
六
）
五
月
五
日
に
一
品
と
な
り
、
天
暦
八
年
（
九
五
四
）
三
月
一
八
日
に
准
三
后
（
『
一
代
要
記
』
）
、

同
六
月
一
九
日
に
准
三
后
辞
表
を
出
す
が
勅
許
は
な
か
っ
た
（
『
西
宮
記
』
臨
時
二
、
論
奏
事
）
。
藤
原
師
輔
（
九
O
八
i
九
六
O
）
と
は
密
通
で
結

婚
し
た
よ
う
で

（
『
大
鏡
』
公
季
伝
・
『
中
外
抄
』
下
の
二
九
・
『
愚
管
抄
』
二
了
『
続
古
事
談
』
二
の
五
）
、

そ
の
後
、
深
覚
・
公
季
ら
を
産
ん
で
い
る
。

深
覚
の
出
生
は
、

天
暦
九
年
（
九
五
五
）
な
の
で
（
『
尊
卑
分
脈
』
）
、
結
婚
は
遅
く
て
も
そ
の
前
年
あ
た
り
と
推
定
さ
れ
る
。
康
子
内
親
王
三
五

歳
、
師
輔
四
七
歳
と
な
る
。
こ
の
時
点
で
、
母
隠
子
や
仲
平
・
忠
平
は
死
去
し
て
い
た
。
師
輔
は
、
す
で
に
勤
子
内
親
王
に
続
き
、
雅
子
内
親

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御
扉
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て



四

王
を
天
暦
八
年
八
月
二
九
日
に
失
っ
て
い
た
。
康
子
内
親
王
は
、
公
季
出
産
後
、
分
娩
が
正
常
で
な
か
っ
た
の
か
、

天
暦
一
一
年
（
九
五
七
）

六
月
六
日
に
師
輔
の
坊
城
第
で
死
去
し
た
。
『
日
本
紀
略
』
に
「
件
嘉
、
胞
衣
不
下
之
故
也
。
於
右
大
臣
坊
城
第
莞
」
と
あ
り
、
『
九
暦
』
に

ご
品
公
主
御
産
、
依
邪
気
入
誠
事
」
と
あ
る
。
三
九
歳
で
あ
っ
た
。
な
お
、
『
伊
勢
集
』
四
四
七
番
歌
に
、
異
母
姉
勤
子
内
親
王
の
こ
と
が
見

え
る
。そ
れ
で
は
、
問
題
点
に
移
り
た
い
。
本
歌
は
『
中
務
集
』
に
も
収
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ま
ず
問
題
点
一
、
作
者
が
問
題
に
な
る
。
『
中
務

集
』
に
は
、
本
歌
の
他
に
「
北
の
宮
」

の
用
例
が
あ
っ
た
。

北
の
宮
の
、
内
に
た
て
ま
つ
り
給
ふ
一
周
に

君
が
手
に
ま
か
す
る
秋
の
風
な
れ
ば
廃
か
ぬ
草
は
あ
ら
じ
と
ぞ
思
ふ
（
二
三
）

袖
の
う
ら
の
波
吹
き
返
す
浜
風
は
空
の
上
ま
で
涼
し
か
ら
な
ん
（
一
二
四
）

こ
の
「
北
の
宮
」
も
康
子
内
親
王
を
指
し
、
成
人
し
て
か
ら
「
内
（
村
上
天
皇
ご
に
扇
を
献
上
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
際
に
中
務
が
扇
に
添

え
る
歌
を
代
作
し
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
歌
か
ら
す
る
と
、
本
歌
も
中
務
作
の
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
延
喜
年
間

の
中
ご
ろ
に
生
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
中
務
が
、
承
平
三
年
（
九
三
三
）
八
月
二
七
日
に
催
さ
れ
た
康
子
内
親
王
裳
着
の
扉

風
歌
を
依
頼
さ
れ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
二

O
代
前
半
と
な
ろ
う
。
伊
勢
が
中
務
の
代
作
を
し
た
も
の
か
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
こ
の
時
点
で

（九
O
一
i
一一一一一）

は
、
伊
勢
作
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
い
。
『
中
務
集
』

に
な
っ
た
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
歌
の
作
者
は
、
伊
勢
で
問
題
は
な
く
、
本
歌
は
『
中
務
集
』
に
混
入
さ
れ
た
も
の
と
な
ろ
う
。

次
に
、
二
「
北
の
宮
」
呼
称
の
所
以
で
あ
る
。
「
北
の
宮
」
呼
称
は
、
他
史
料
で
も
康
子
内
親
王
を
指
す
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
の
他
の

人
物
で
は
、
『
日
本
後
紀
』
天
長
四
年
（
八
二
七
）
一
一
月
二
六
日
条
に
「
設
服
御
物
及
飲
食
雑
費
等
。
献
於
北
宮
。
賀
皇
子
誕
生
也
」
と
あ

る
く
ら
い
で
あ
る
。
こ
の
「
北
宮
」
は
、
嵯
峨
天
皇
皇
女
で
、
淳
和
天
皇
皇
后
と
な
っ
て
い
た
正
子
内
親
王
（
八
一

0
1七
九
）
を
指
し
て
い

る
が
、
こ
こ
で
の
呼
称
の
謂
わ
れ
は
未
詳
で
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
「
中
宮
」
の
誤
写
か
も
し
れ
な
い
。
正
子
内
親
王
は
、
こ
の
年
の
二
月
に

一
二
三
番
歌
は
、
裳
着
扉
風
歌
の
機
縁
で
、
娘
の
中
務
が
康
子
内
親
王
と
か
か
わ
る
よ
う



立
后
さ
れ
て
お
り
、
通
称
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。

康
子
内
親
王
に
は
、
そ
の
裳
着
に
際
し
て
、
伊
勢
以
外
に
、
紀
貫
之
・
源
公
忠
・
大
中
臣
頼
基
・
右
近
な
ど
に
も
扉
風
歌
が
詠
ま
れ
て
お
り
、

そ
こ
で
「
北
の
宮
」
呼
称
、
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『
坊
城
右
大
臣
師
輔
前
栽
合
』
十
巻
本
の
仮
名
目
記
に
「
天
暦
十
年
八
月
十
一
日
、

坊
城
殿
に
北
の
宮
お
は
し
ま
す
に
、
月
の
い
と
お
も
し
ろ
き
に
男
方
女
方
、
御
前
の
前
栽
を
題
に
て
よ
め
る
」
と
あ
り
、
こ
こ
も
康
子
内
親
王

に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
『
忠
見
集
』
の

「
北
の
宮
よ
り
と
て
、
藤
の
花
た
ま
へ
る
に
／
い
か
で
か
は
散
ら
さ
で
く
べ
き
藤
の
花
風
に
よ
り
て
ぞ

波
も
立
つ
ら
め
」
（
一
七
三
）
も
同
様
で
あ
る
。

こ
の
他
で
は
、
『
九
暦
』
承
平
四
年
（
九
三
四

正
月

一
日
条
に
「
踏
歌
、
飯
駅
、
水
駅
被
定
之
、
中
宮
飯
、
北
宮
水
、
今
宮
飯
許
、

左

大
臣
宿
所
飯
、
右
大
臣
宿
所
水
」
（
『
花
鳥
余
情
』
初
音
巻
所
引
）
、
同
天
暦
一

O
年
（
九
五
六
）
四
月
八
日
条
に
「
北
宮
所
被
奉
布
施
銭
六
百
文
」

（
『
西
宮
記
』
恒
例
二
、
四
月
港
仏
所
引
）
、
『
願
文
集
』
七
に
「
北
宮
御
四
十
九
日
願
文
文
時
作
」
な
ど
と
あ
り
、

「
北
官
」
も
康
子
内

一
月
一
五
日
条
に
も
「
主
上
思
立
事
也
、
所
被
仰
之
例
、
故
北
宮
例
云
々
、
奇

い
ず
れ
の

親
王
の
こ
と
に
な
る
。
『
小
右
記
』
長
和
四
年
（
一

O
一五

也
、
佐
位
、
邑
上
先
帝
不
知
食
之
事
也
、
李
部
可
立
給
太
子
之
御
計
云
々
、
太
不
便
也
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
三
条
天
皇
皇
女
禎
子
内
親
王
と
藤

原
頼
通
の
縁
談
話
に
際
し
て
の
言
及
で
、
康
子
内
親
王
と
師
輔
の
婚
姻
が
前
例
で
あ
る
と
の
三
条
天
皇
の
判
断
を
批
判
し
て
い
る
。
実
資
は
、

村
上
天
皇
は
、
康
子
内
親
王
の
婚
姻
を
存
じ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
前
例
に
は
な
ら
な
い
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
師
輔
と
の
婚
姻
を
記
す
守
続

古
事
談
』
二
の
五
に
も
「
九
条
殿
し
の
び
て
北
の
宮
に
か
よ
ひ
給
」
と
あ
り
、

二
人
の
婚
姻
の
仕
方
は
す
で
に
常
識
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
「
北
の
宮
」
が
康
子
内
親
王
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
が
、
呼
称
の
所
以
に
つ
い
て
は
多
様
な
説
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
列
挙
す
る

と
次
の
よ
う
に
な
る
。
次
の
の
以
外
は
、
す
べ
て
康
子
内
親
王
の
こ
と
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
は
様
々
で
あ
っ
た
。
私
見
は
、
＠
に
一
不

し
た
。⑦ 

皇
后
の
異
称
。
（
辞
書
類
）

＠ 

北
の
方
と
な
ら
れ
た
姫
君
あ
る
い
は
内
親
王
で
、

九
条
右
大
臣
藤
原
師
輔
北
方
康
子
内
親
王
の
異
称
。
（
杉
崎
重
遠
説
）

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御
界
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

五



ーム
ノ、

＠ 

内
親
王
に
し
て
三
宮
に
准
ぜ
ら
れ
た
方
の
み
の
異
称
。
（
萩
谷
朴
説
）

＠ 

天
皇
な
ど
の
御
在
所
に
な
る
こ
と
の
多
か
っ
た
綾
締
殿
の
北
の
麗
景
殿
に
住
ん
だ
宮
と
い
う
こ
と
で
康
子
内
親
王
の
通
称
。
（
増
田
繁
夫

説
と
『
公
忠
集
全
釈
』
の
説
）

② 

后
の
一
の
皇
女
の
呼
称
。
（
山
崎
正
伸
説
）

② 

「
北
殿
（
枇
杷
殿
）
」
に
育
っ
た
宮
の
意
で
康
子
内
親
王
の
通
称
。
（
私
見
）

の
は
、
康
子
内
親
王
を
指
す
の
は
間
違
い
な
い
の
で
誤
謬
で
あ
る
。
＠
＠
が
固
有
名
詞
と
す
る
が
、
＠
の
条
件
も
康
子
内
親
王
が
晴
矢
と
な

る
の
で
、
固
有
名
詞
的
理
解
と
な
る
。

②
の
み
が
普
通
名
詞
と
の
理
解
で
あ
る
。

康
子
内
親
王
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
准
三
官
や
師
輔
室
と
な
る
以
前
に
「
北
の
宮
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
る
の
で
、
＠
＠
は
不
適
当
で
あ
る
。

＠
か
②
説
に
な
る
が
、

②
は
な
ぜ

「
北
」
な
の
か
が
明
確
で
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
＠
が
残
る
こ
と
に
な
る
が
、
天
皇
な
ど
の
御
在
所
に

な
る
こ
と
の
多
か
っ
た
綾
続
殿
と
い
う
規
定
に
や
や
不
安
が
あ
ろ
う
。
綾
椅
殿
に
穏
子
や
天
皇
が
住
ん
だ
こ
と
や
、
康
子
内
親
王
が
麗
景
殿
に

居
た
と
す
る
記
録
は
、
裳
着
の
時
点
よ
り
後
代
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
増
田
説
を
確
認
し
て
お
く
。

私
は
康
子
内
親
王
が
麗
景
殿
に
住
ん
で
ゐ
た
こ
と
か
ら
す
る
呼
称
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
「
北
官
」

の
呼
称
は
す
で
に
花
鳥
余
情
十
三
所

引
九
暦
の
承
平
四
年
正
月
十
一
日
条
に
見
え
、
中
｛
呂
や
准
三
宮
内
親
王
の
異
称
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
貞
信
公
記
抄
天
慶
元

年
十
一
月
五
日
条
に
「
中
宮
遷
御
北
殿
」
と
見
え
、
こ
の

「
北
殿
」

は
本
朝
世
紀
に
よ
る
に
麗
景
殿
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
天
皇
中

宮
は
綾
締
殿
に
移
っ
て
ゐ
た
か
ら
、

そ
の
御
在
所
の
北
に
あ
る
殿
と
い
ふ
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
「
北
宮
」

の
呼
称
は
、
こ
の
天
皇
等
の

御
在
所
に
な
る
こ
と
の
多
か
っ
た
綾
締
殿
の
北
の
画
風
景
殿
の
宮
と
い
ふ
こ
と
で
、
こ
れ
が
康
子
内
親
王
の
通
称
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

糟
田
氏
が

「
こ
の
こ
ろ
天
皇
中
宮
は
綾
締
殿
に
移
っ
て
ゐ
た
」

と
す
る
「
こ
の
こ
ろ
」

は
、
天
慶
元
年
（
九
三
一
八
）

の
こ
ろ
と
な
り
、
承
平

八
月
今
一
七
日
の
康
子
内
親
王
裳
着
の
時
点
よ
り
や
や
後
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
以
前
に
綾
締
殿
に
住
ん
だ
こ
と
の
あ
る
天

皇
は
、
陽
成
天
皇
（
在
位
、
八
七
六
1
八
八
四
）
く
ら
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
穏
子
も
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
一
冗
年
（
九
三
八
）

三
年
（
九
三
一
二
）

月

日



条
に
「
又
今
日
中
宮
自
弘
徽
殿
、
遷
御
麗
景
殿
云
々
、
蓋
遂
御
在
所
綾
締
殿
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
綾
締
殿
に
住
む
よ
う
に
な
る
の
は
こ
の
後

で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
弘
徽
殿
に
い
た
。
増
田
氏
も
穏
子
が
弘
徽
殿
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

一
方
、
康
子
内
親
王
の
居
所
と
な
っ
て
い
た
麗
景
般
の
こ
と
も
、
天
慶
五
年
（
九
四
一
）
正
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
康
子
内
親
王
の
居
所
は

分
か
り
に
く
い
。
先
に
『
日
本
紀
略
』
を
引
い
た
よ
う
に
裳
着
は
常
寧
殿
で
行
わ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
師
輔
と
密
通
し
た
と
思
わ
れ
る
天
暦
八

年
（
九
五
四
）

の
時
点
で
は
、
弘
徽
殿
や
藤
査
に
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

康
子
内
親
王
に
は
、
九
条
殿
は
し
の
び
や
か
に
あ
は
せ
給
ひ
た
り
け
れ
ば
、
延
木
聞
き
付
け
て
、
藤
壷
よ
り
退
出
せ
し
め
給
ひ
了
ん
ぬ
。

（
『
中
外
抄
』
下
の
二
九
。
新
大
系
三
三
五
頁
）

ソ
ノ
九
条
右
丞
相
ノ
世
ヲ
ボ
ヘ
ハ
、
ナ
ラ
ブ
人
モ
ナ
カ
リ
ケ
レ
パ
ニ
ヤ
、
延
喜
ノ
御
ム
ス
メ
、
村
上
ノ
内
裏
ニ
御
同
宿
ニ
テ
ア
リ
ケ
ル

ハ
ジ
メ
ハ
シ
ノ
ピ
ヤ
カ
ナ
レ
ド
モ
後
ニ
ハ
ア
ラ
ハ
レ
ニ
ケ
リ
。
内
親
王
ニ
テ
弘
徽
殿
ニ
ス
ヘ
マ
イ
ラ
セ
ラ
レ
タ
リ
ケ
ル
也
。
（
『
慰
管

ヲ、抄
』
三
。
旧
大
系
一
五
八
頁
）

さ
ら
に
、
『
一
代
要
記
』
に
は
「
天
暦
八
年
三
月
十
八
日
准
后
、
同
十
年
十
二
月
四
日
夕
入
内
、
承
香
殿
」
と
あ
り
、

そ
の
後
の
参
内
で
は

承
香
殿
に
入
っ
て
い
る
。
麗
景
殿
が
常
の
御
所
で
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

当
時
の
皇
妃
や
皇
子
女
た
ち
の
後
宮
で
の
居
場
所
は
、
変
わ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
、
こ
の
点
も
麗
景
殿
説
の
難
点
と
な
る
。
ま
た
、
裳

着
の
時
点
で
の
史
料
が
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
＠
か
ら
＠
ま
で
の
ど
の
説
も
十
分
な
回
答
に
は
な
ら
な
い
。
「
北
の
宮
」
呼
称
が
康
子
内
親
王

に
ほ
ぼ
集
中
し
て
見
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
皇
妃
や
内
親
王
、
あ
る
い
は
後
宮
に
か
か
わ
る
呼
称
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
新

た
に
提
出
し
て
み
た
い
仮
説
が
、
康
子
内
親
王
が
生
誕
し
た
家
、
も
し
く
は
生
育
し
た
邸
第
が
、
康
子
内
親
王
の
伯
父
と
な
る
仲
平
の
枇
杷
殿

で
は
な
い
か
と
仮
定
し
て
の

「
北
の
宮
」
説
で
あ
る
。

仲
平
は
「
北
殿
」
と
弟
の
忠
平
に
呼
称
さ
れ
て
い
た
。

北
殿
嘉
、
夜
半
移
極
楽
寺
、
（
『
貞
信
公
記
』
天
慶
八
年
九
月
五
日
条
）

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御
扉
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

七



}¥ 

仲
平
が

「
北
殿
」
と
呼
称
さ
れ
る
の
は
、
忠
平
の
住
む
小
一
条
殿
の
北
側
に
枇
杷
殿
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
『
拾
芥
抄
』
中
で
そ
の
位
置

を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

小
一
条
［
近
衛
南
、
東
洞
院
商
、
師
安
公
家
、

二
五
、
山
吹
殿
、
清
和
天
皇
誕
生
所
、
貞
信
公
家
、
（
坤
角
有
宗
像
社
）
］

枇
杷
殿
〔
左
大
臣
仲
平
公
宅
、
昭
宜
公
家
、
近
衛
南
、
室
町
東
、
或
鷹
司
南
、
東
洞
院
西
一
町
］

（

7
）
 

『
拾
芥
抄
』
は
、
枇
杷
殿
に
関
し
て
は
二
説
を
挙
げ
て
い
る
が
、
後
者
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
両

殿
は
東
洞
院
大
路
の
西
側
に
、
近
衛
大
路
を
挟
ん
で
南
北
に
向
か
い
合
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
南
の
小
一
条
殿
に
住
む
忠
平
か
ら
す
れ
ば
、

北
の
枇
杷
殿
に
住
む
仲
平
は
「
北
殿
」
に
な
り
、
邸
第
名
と
も
な
る
。
そ
し
て
、
裏
付
け
る
直
接
的
な
史
料
は
な
い
が
、
こ
の
「
北
殿
」
と
さ

れ
る
枇
杷
殿
が
康
子
内
親
王
ゆ
か
り
の
邸
第
で
は
な
か
っ
た
か
。
枇
把
殿
は
基
経
の
所
有
で
あ
っ
た
の
で
、
隠
子
が
出
産
の
為
に
退
下
し
た
可

能
性
は
認
め
ら
れ
る
。
「
北
殿
」
に
生
ま
れ
た
、
あ
る
い
は
育
っ
た
宮
な
の
で
、
「
北
の
宮
」
と
呼
称
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
邸
第
名
が

宮
の
通
称
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
後
朱
雀
天
皇
の
祐
子
内
親
王
が
、
頼
通
第
に
ち
な
ん
で
高
倉
宮
と
呼
称
さ
れ
た
よ
う
に
で
あ
る
。

正
月
一 康子
内
親
王
の
「
北
の
宮
」
呼
称
が
史
料
に
初
め
て
認
め
ら
れ
た
の
は
、
先
に
引
用
し
た
忠
平
息
師
輔
の
『
九
暦
』
承
平
四
年
（
九
三
四
）

一
日
条
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
「
踏
歌
、
飯
駅
、
水
駅
被
定
之
、
中
宮
飯
、
北
宮
水
、
今
宮
飯
許
、
左
大
臣
宿
所
飯
」
と
あ
っ
た
。
こ
こ

で
注
意
し
た
い
の
が
、
成
明
親
王
（
村
上
天
皇
）
が
「
今
宮
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
最
も
若
い
宮
の
意
で
あ
り
、

門
・
一
流
的
な
発
想
に
よ
る
呼
称
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
北
の
宮
」
も
、
忠
平
一
門
で
行
わ
れ
た
呼
称
で
は
な
か
っ
た
か
と
恩
わ
れ
る
。

忠
平
と
穏
子
と
の
兄
妹
関
係
は
密
接
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
仲
平
が
弟
忠
平
に
官
位
を
超
さ
れ
て
い
て
も
、
兄
弟
関
係
は
良
好
で
あ
っ
た
。
穏
子

と
忠
平
は
、
康
子
内
親
王
を
「
北
の
宮
」
と
呼
称
す
る
こ
と
で
、
仲
平
と
の
連
帯
を
は
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
裳
着
の
時
点
で
「
北
の
宮
」

は
、
こ
う
し
た
理
由
で
康
子
内
親
王
の
通
称
と
な
っ
て
い
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。



「
尚
侍
の
お
と
ど
の
御
送
物
の
御
扉
風
」

続
い
て
、
問
題
点
三
四
六
「
尚
侍
の
お
と
ど
の
御
送
物
の
御
扉
風
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。
こ
こ
は
、
尚
侍
藤
原
満
子
へ
の
御
送
物
と
な

る
扉
風
の
意
で
あ
る
。
二
一
「
尚
侍
」
は
、
藤
原
忠
平
女
の
貴
子
と
す
る
説
も
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
満
子
説
に
落
ち
着
い
て
い
る
。
貴
子
が
尚

侍
に
な
っ
た
の
は
天
慶
元
年
（
九
三
八
）

一
月
一
四
日
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、

ま
だ
在
任
し
て
お
ら
ず
御
匝
殿
別
当
で
あ
っ
た
。
満
子
は
、

延
喜
七
年
（
九
O
七
）
二
月
七
日
に
前
任
者
藤
原
淑
子
死
去
を
う
け
て
尚
侍
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
（
『
本
朝
世
紀
』
）
。

四
「
お
と
ど
」
は
女
性
へ
の
敬
称
で
あ
り
、
「
尚
侍
の
お
と
ど
」
で
問
題
は
な
い
が
、

H
類
本
で
は
、
単
に
「
お
と
ど
」
と
だ
け
あ
っ
て
、

そ
う
な
る
と
忠
平
を
指
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
忠
平
は
主
催
者
側
で
あ
り
、
「
御
送
物
の
御
扉
風
」
を
用
意
し
た
事
態
は
想
定
で
き
る
と

し
て
も
、
調
書
で
わ
ざ
わ
ざ
示
さ
れ
る
筋
合
い
で
は
な
か
ろ
う
。
伊
勢
と
と
も
に
扉
風
歌
を
依
頼
さ
れ
た
大
中
臣
頼
基
の
『
頼
基
集
』
に
「
北

の
宮
の
御
裳
着
た
ま
う
し
に
、
内
侍
の
替
の
殿
に
送
ら
れ
た
る
御
界
風
に
」
（
八
）
と
あ
る
の
を
参
照
す
れ
ば
、
「
尚
侍
の
」

の
脱
落
と
処
理
で

き
ょ
う
。

－
類
本
の
形
で
考
え
る
の
が
妥
当
と
な
る
。
ま
た
、

皿
類
本
で
は

「
院
そ
の
お
と
ど
」

と
あ
っ
て
意
味
が
や
や
通
じ
な
い
。
「
院
」

が
上
皇
の
意
と
し
て
も
、
朱
雀
朝
に
は
陽
成
院
が
存
命
だ
け
で
、
康
子
内
親
王
な
ど
と
の
関
わ
り
は
想
定
で
き
ず
、

「
院
が
、

そ
の
お
と
ど
」

と
し
て
み
て
も
問
題
は
残
る
。
こ
こ
も
「
尚
侍
の
お
と
ど
」

で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
、

H
E
類
本
は
、
除
外
し
て
お
く
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
満
子
（
八
七
一
二
1
九
三
七
）

に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

父
は
藤
原
高
藤
、
母
は
宮
内
大
輔
宮
道
弥
益
女
列
子
で
、

同
母
兄
弟
に
泉

大
将
定
国
・
二
一
条
右
大
臣
定
方
・
宇
多
天
皇
女
御
胤
子
が
い
た
。
延
喜
七
年
に
尚
侍
に
な
っ
て
か
ら
、
一
三
年
間
こ
の
任
に
あ
り
、
朱
雀
朝
の
、

承
平
七
年
（
九
三
七
）

一
O
月
一
三
日
に
嘉
じ
た
。
六
十
五
歳
で
あ
っ
た

（
『
日
本
紀
略
』
・
『
一
代
要
記
』
）
。
『
尊
卑
分
脈
』
に
「
延
喜
女
御
」
と

あ
る
の
は
誤
り
だ
が
、
重
責
を
担
っ
た
働
き
が
こ
う
し
た
理
解
を
生
ん
だ
の
か
も
し
れ
な
い
。

父
高
藤
は
、
胤
子
所
生
の
敦
仁
親
王

醍
醐
天

皇
）
が
立
太
子
し
て
か
ら
官
位
が
昇
進
し
、
昌
泰
三
年
（
九
O
O）
に
は
長
く
絶
え
て
い
た
内
大
臣
に
昇
っ
た
が
、
翌
年
三
月
に
菓
じ
て
い
た
。

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御
扉
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

九



。

満
子
は
、
醍
醐
天
皇
の
伯
母
に
あ
た
る
の
で
宮
廷
で
は
重
ん
じ
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
表
れ
が
、
『
日
本
紀
略
』
延
喜
二
二
年
一

O
月
一
四
日
条

に
あ
る
「
於
内
裏
、
賀
尚
侍
従
三
位
藤
原
満
子
四
十
算
、
即
以
神
筆
、
給
正
三
位
々
位
」
と
あ
る
四
十
の
賀
で
あ
り
（
『
伊
勢
集
』
六
二
番
歌
に

も
藤
原
清
貫
主
催
の
塀
風
歌
が
あ
る
）
、
死
後
に
追
贈
さ
れ
た
正
一
位
に
な
る
。
高
藤
の
子
孫
は
、
菩
提
寺
に
ち
な
ん
で
勧
修
寺
流
と
い
わ
れ
、

門
の
結
束
が
強
か
っ
た
。
満
子
は
兄
定
国
の
四
十
の
賀
を
主
催
し
た
よ
う
で
あ
り
、
こ
れ
な
ど
も
一
門
の
結
束
を
示
し
て
い
よ
う
。
「
延
喜
五

年
二
月
十
日
、
仰
せ
ご
と
に
よ
り
て
奉
れ
る
、
泉
の
大
将
四
十
の
賀
の
料
、
扉
風
四
帖
、
内
裏
よ
り
は
じ
め
て
内
侍
の
替
の
殿
に
た
ま
ふ
歌
」

（
射
恒
集
・
四
1
七
）
と
あ
り
、
「
内
侍
の
か
み
三
（
五
カ
）
条
の
奉
り
け
る
扉
風
に
／
行
く
春
を
惜
し
む
た
よ
り
に
立
ち
か
へ
り
岸
に
寄
る
波
を

り
つ
つ
ぞ
見
る
」
（
忠
辱
集
・
一
七
一
）
も
同
一
の
折
と
な
ろ
う
。
な
お
、
伊
勢
は
、
定
方
男
朝
忠
の
隣
家
に
住
ん
だ
こ
と
も
あ
り
（
三
六
四
番

歌
）
、
こ
の
一
門
と
の
交
渉
が
想
定
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
一
番
の
問
題
は
伏
「
御
送
物
」
が
誰
か
ら
誰
に
対
し
て
か
で
あ
る
が
、
ま
ず
「
贈
物
」
「
送
物
」
の
表
記
の
別
に
つ
い
て
確
認
し
て

お
き
た
い
。
後
者
は
古
記
録
な
ど
に
見
ら
れ
る
表
記
で
あ
る
。
用
例
の
整
理
を
す
る
余
裕
は
な
い
が
、
こ
の
両
者
は
単
な
る
表
記
の
違
い
だ
け

で
は
な
く
、
意
味
が
ず
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「
送
物
」
は
、
「
贈
物
」
に
な
る
が
、
当
座
で
贈
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
追
っ
て
送
ら
れ
る

も
の
の
意
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。
混
線
し
て
使
用
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
意
味
の
違
い
は
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
引
出
物
は
当
座
で

贈
ら
れ
る
が
、
馬
や
鷹
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
は
引
き
回
し
て
か
ら
贈
ら
れ
る
の
で
、
普
通
は
「
贈
物
」
と
は
言
わ
ず
、
「
引
出
物
」
と
さ
れ
る
。

ま
た
、
禄
は
下
賜
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
も
「
贈
物
」
と
は
言
わ
な
い
。
引
出
物
以
外
の
物
品
が
、
参
会
へ
の
感
謝
を
込
め
て
尊
者
な
ど
に
そ

し
か
し
、
儀
式
な
ど
が
終
了
し
て
か
ら
追
っ
て
送
ら
れ
る
場
合
は
、

の
場
で
贈
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
場
合
に
「
贈
物
」
と
さ
れ
る
。

「
送
物
」
と
さ
れ
る
。
扉
風
の
類
は
、
す
ぐ
に
持
ち
帰
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
で
、
贈
ら
れ
で
も
「
送
物
」
に
な
る
。
『
伊
勢
集
』
の
場
合
は
、

満
子
が
康
子
内
親
王
に
贈
っ
た
な
ら
ば
「
贈
物
」
に
な
る
が
、
満
子
へ
の
物
な
ら
ば
「
送
物
」
と
表
記
す
る
の
が
妥
当
と
な
る
。

こ
こ
は
「
送
物
」
で
あ
り
、
満
子
に
と
っ
て
の
康
子
内
親
王
は
、
亡
き
姉
胤
子
の
孫
に
当
た
る
や
や
遠
縁
で
あ
り
、
尚
侍
で
あ
っ
て
も
、
な

ぜ
扉
風
を
贈
っ
た
の
か
が
解
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
『
伊
勢
集
』
の
通
行
す
る
注
釈
書
類
は
、
『
新
大
系
』
に
注
記
は
な
い
が
、
『
全
釈
』
『
和



歌
大
系
』
は
い
ず
れ
も
満
子
か
ら
の
贈
物
と
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
満
子
は
裳
着
で
「
結
警
役
（
実
は
腰
結
役
。
後
述
ご
を
務
め
た
と
さ
れ

る
の
で
、
そ
の
役
割
に
感
謝
を
込
め
て
「
御
送
物
」
を
し
た
と
解
し
た
い
。
先
に
引
用
し
た
『
頼
基
集
』
も
「
内
侍
の
替
の
殿
に
送
ら
れ
た
る
」

と
あ
り
、
満
子
へ
の

「
送
物
」

で
あ
っ
た
。
満
子
か
ら
か
、
満
子
に
対
し
て
か
で
は
、
歌
の
解
釈
に
も
ず
れ
が
生
じ
よ
う
。

語
法
的
に
も
、
「
尚
侍
の
お
と
ど
の
御
送
物
の
御
扉
風
」

で
問
題
は
な
い
。
例
え
ば
、
「
今
宵
の
尚
侍
の
御
贈
物
は
、
世
の
中
に
か
し
こ
き
人
、

え
取
う
出
た
ま
は
ね
ど
、
仁
寿
殿
は
、
さ
る
大
将
殿
の
い
っ
き
娘
と
い
ふ
と
こ
ろ
な
む
、
さ
言
へ
ど
、
取
う
出
た
ま
ひ
け
る
」
（
『
う
つ
ほ
物
語
』

内
侍
の
か
み
巻
。
新
全
集
二
七
六
頁
）
と
あ
る
の
が
参
考
に
な
る
。
こ
れ
は
尚
侍
俊
蔭
女
へ
の
贈
物
の
意
で
あ
り
、
俊
蔭
女
か
ら
の
贈
物
の
意
で

は
な
い
。
『
伊
勢
集
』
の
本
文
で
あ
っ
て
も
、
扉
風
が
腰
結
役
の
満
子
に
贈
ら
れ
た
と
解
せ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
問
題
は
残
っ
て
い
る
。
同
じ
く
こ
の
裳
着
の
昇
風
歌
を
収
め
る
『
公
忠
集
』
に
は
、
満
子
が
贈
っ
た
扉
風
と
と
れ
る
詞
書
が
認
め

ら
れ
る
。
后
の
官
の
御
腹
に
お
は
し
ま
す
姫
宮
を
ば
、
北
宮
と
な
む
聞
こ
え
け
る
、
そ
の
宮
の
裳
奉
る
に
、
前
の
御
息
所
に
お
は
し
ま
す
内
侍
の

督
、
奉
り
た
ま
ふ
御
扉
風
に
、
郭
公
鳴
く
木
の
下
に
人
あ
る
と
こ
ろ
（
公
忠
集
H
・七）

后
の
宮
の
裳
奉
る
に
、
内
侍
の
替
の
奉
る
御
拝
風
に
（
公
忠
集
E
・八）

他
の
『
公
忠
集
』
諸
本
に
は
、
こ
の
類
の
詞
書
は
な
く
、
『
公
忠
集
』

I
系
統
の

「
こ
の
宮
の
み
く
し
げ
の
御
扉
風
に
、
山
を
越
ゆ
る
人
の

時
鳥
聞
き
た
る
と
こ
ろ
に
」
を
用
い
た
『
公
忠
集
全
釈
』
は
、
「
裳
着
と
同
時
に
行
う
髪
上
げ
の
折
に
献
上
さ
れ
た
昇
風
と
考
え
ら
れ
る
」
と

は
錯
誤
だ
が
、
『
頼
基
集
』
あ
る
い
は
後
に
引
用
す
る
『
西
宮
記
』
に
満
子
に
扉
風
が
送
ら
れ
た
記
述
が

あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
『
公
忠
集
』
の
こ
の
本
文
に
問
題
が
生
じ
よ
う
。
『
公
忠
集
』

H
類
本
は
「
内
侍
の
督
に
、
奉
り
た
ま
ふ
御
扉
風
に
」
、

E
類
本
も
「
内
侍
の
替
に
奉
る
御
扉
風
に
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
否
定
で
き
な
い
。
『
公
忠
集
』
も
、
満
子
に
贈
っ
た
扉
風
と
す
る
こ
と
に
抵

し
て
い
る
。
「
髪
上
げ
の
折
に
献
上
」

触
し
な
い
と
し
て
お
き
た
い
。

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御
扉
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て



裳
着
の
次
第

裳
着
は
、
普
通
一
二
歳
か
ら
一
五
歳
ご
ろ
ま
で
の
、
士
口
日
の
夜
に
行
な
わ
れ
た
。
親
族
の
重
鎮
や
高
貴
の
人
が
腰
結
役
と
な
っ
て
裳
の
大
腰

の
紐
を
結
び
、
理
髪
役
が
髪
を
本
結
で
束
ね
、
頭
上
に
結
い
上
げ
る
髪
上
げ
を
儀
式
的
に
行
う
。
儀
式
が
終
わ
っ
て
か
ら
饗
応
の
祝
宴
と
な
り
、

禄
や
引
出
物
、
あ
る
い
は
贈
物
が
さ
れ
て
終
了
と
な
る
。
儀
式
や
饗
応
の
場
に
は
、
新
調
さ
れ
た
様
々
な
調
度
品
が
室
礼
さ
れ
、
扉
風
に
は
、

扉
風
歌
が
作
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
調
度
品
は
扉
風
も
含
め
て
、
参
会
者
な
ど
へ
の
贈
物
（
送
物
）
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
「
裳
着
」

が
文
献
に
現
れ
る
の
は
醍
醐
朝
以
後
の
よ
う
で
、
そ
れ
ま
で
は
「
髪
上
げ
さ
せ
、
裳
着
す
」
（
『
竹
取
物
語
』
）
と
両
様
に
表
記
さ
れ
、
よ
り
古
く

は
髪
上
げ
が
中
心
で
「
初
符
」
と
言
っ
た
が
、
「
裳
着
」
の
意
で
も
使
用
さ
れ
た
。
裳
着
は
成
人
儀
礼
な
の
で
、
そ
の
日
に
結
婚
し
た
り
、

内
親
王
の
場
合
に
は
叙
品
さ
れ
た
り
し
た
。
康
子
内
親
王
も
三
品
に
叙
さ
れ
て
い
る
。

と
『
李
部
王
記
』
を
引
く
『
河
海
抄
』
（
『
紫
明
抄
河
海
抄
』
）

北
の
宮
康
子
内
親
王
の
裳
着
に
つ
い
て
は
、
諸
室
田
に
記
載
が
あ
る
が
、
儀
式
の
様
子
が
分
か
る
の
は
、
『
西
宮
記
』
、
及
び
、
『
太
后
御
記
』

で
あ
る
。
ま
た
、
情
子
内
親
王
裳
着
を
記
し
た
『
小
右
記
』
も
言
及
し
て
お
り
重

要
だ
が
、
こ
れ
は
後
に
引
用
し
た
い
。

承
平
三
年
八
廿
、
康
子
内
親
王
着
裳
［
叙
三
品
］
。
小
一
条
大
臣
結
御
裳
腰
、
滋
野
内
侍
理
髪
、
尚
侍
結
警
。
有
献
物
［
王
卿
己
下
執
］
。

給
尚
侍
物
、

四
尺
扉
風
二
双
、
地
敷
二
枚
、
菌
台
三
双
、
銀
院
四
種
、
台
・
盃
・
銚
子
、
自
余
様
器
、
御
装
束
二
具
［
入
散
食
宮
］
、
銀

査
四
口
［
入
蒔
絵
宮
、
焼
物
宮
］
。
典
侍
女
装
一
具
入
官
。

玉
卿
着
左
伎
饗
、

王
卿
候
常
寧
殿
。
給
禄
［
親
王
女
装
赤
掛
、
次
女
装
、
参

議
掛
袴
、
四
位
・
五
位
掛
、
六
位
掛
袴
］
。
於
左
伎
賜
王
卿
禄
［
大
掛
］
、
侍
従
・
楽
人
給
禄
、
典
侍
白
掛
、
掌
侍
赤
掛
、
乳
母
・
命
婦
会
。

（
『
西
宮
記
』
臨
時
七
、
内
親
王
着
裳
）

『
太
后
御
記
』
云
、

承
平
三
年
八
月
廿
七
日
、
女
官
御
も
た
て
ま
つ
る
。

い
ぬ
二
に
て
御
も
の
こ
し
お
と
』
ゆ
ひ
た
て
ま
つ
り
給
ぬ
。



『
李
部
王
記
』
云
、
承
平
三
年
八
月
廿
七
日
、
康
子
内
親
王
初
着
裳
、
成
一
点
、
小
一
条
大
臣
、
〔
親
王
外
男
］
、
結
御
裳
腰
、
滋
野
内
侍

理
髪
、
尚
侍
結
本
結
、
即
叙
三
品
。
（
『
河
海
抄
』
若
菜
上
巻
）

『
西
宮
記
』
で
年
時
が

「
廿
」
と
な
っ
て
い
る
が

「七」

の
脱
落
で
あ
ろ
う
。
時
刻
で
『
河
海
抄
』
の
引
く
『
太
后
御
記
』
が
戊
二
点
、

『
李
部
王
記
』
が
成
一
点
と
相
違
が
あ
る
が
、
前
者
で
午
後
八
時
頃
開
始
か
も
し
れ
な
い
。
諸
役
の
こ
と
は
後
に
確
認
す
る
と
し
て
、
『
西
宮
記
』

の
傍
線
部
「
給
尚
侍
物
、
四
尺
扉
風
二
双
、
地
敷
二
枚
、
菌
台
三
双
、
銀
院
四
種
、
台
・
盃
・
銚
子
、
自
余
様
器
、
御
装
束
二
具
［
入
散
食
管
］
、

銀
壷
四
口
［
入
蒔
絵
官
、
焼
物
管
〕
」

は
、
豪
勢
な
満
子
へ
の
贈
物
（
送
物
）
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
「
四
尺
扉
風
二
双
」
が
あ
っ
た
こ
と
に

注
意
さ
れ
よ
う
。
満
子
に
屑
風
が
贈
ら
れ
た
こ
と
が
、
こ
こ
で
も
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
伊
勢
集
』
の
調
書
か
ら
、
あ
ら
か

じ
め
満
子
に
送
物
さ
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
伊
勢
の
歌
は
、
こ
の
点
を
念
頭
に
お
い
て
解
釈
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

満
子
に
比
べ
て
、
典
侍
へ
の
贈
物
は
「
女
装
一
具
入
宮
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
般
で
あ
ろ
う
。
満
子
の
家
柄
・
人
柄
に
応
じ
た

尚
侍
と
し
て
の
役
柄
の
重
さ
が
こ
こ
で
も
窺
わ
れ
よ
う
。
皇
妃
化
す
る
尚
侍
で
は
な
い
、
宮
廷
に
お
け
る
重
さ
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

二
人
へ
の
贈
物
は
、
禄
で
も
引
出
物
で
も
な
く
、
諸
役
へ
の
礼
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
禄
は
、
引
用
し
た
『
西
宮
記
』
の

「
給
禄
」
以
下
と

な
り
、
禄
と
贈
物
と
の
違
い
が
認
め
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の

「禄」

は
、
別
に
用
意
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
扉
風
以
下
の
調
度
品
は
、
儀
式
で
室

礼
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
蓋
然
性
が
高
い
。
似
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
、
後
代
の
こ
と
に
な
る
が
、
禎
子
内
親
王
裳
着
に
際
し
て
、
髪
上
げ
役

（
理
髪
役
）

の
典
侍
（
道
綱
女
豊
子
）
に
贈
物
が
さ
れ
て
い
た
が
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

御
髪
上
げ
の
典
侍
の
今
宵
の
局
え
も
い
は
ず
。
や
が
て

一
具
し
つ
ら
は
せ
た
ま
へ
る
も
の
、

ひ
と
つ
と
り
ち
ら
さ
ず
た
ま
は
せ
っ
。
贈

物
に
は
衣
管
二
つ
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
装
束
二
領
づ
っ
、
さ
る
べ
き
物
添
へ
さ
せ
た
ま
へ
り
。
今
宵
の
御
前
の
物
ど
も
や
が
て
賜
り
た
ま
ふ
。

局
に
は
扉
風
、

凡
帳
、

二
階
、
硯
の
管
、
櫛
の
宮
、
火
取
、
半
挿
、
盟
、
畳
ま
で
残
り
な
く
賜
る
。
「
か
か
る
こ
と
お
の
づ
か
ら
先
々
も

あ
る
な
か
に
、
こ
た
み
の
御
事
に
御
髪
上
の
典
侍
の
賜
り
た
ま
ふ
や
う
な
る
例
は
な
く
や
」
と
ぞ
人
々
申
し
け
る
。
（
『
栄
花
物
語
』
御
裳
着

巻
。
新
全
集
三
三
九
頁
）

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御
扉
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て



四

『
栄
花
物
語
』
の
語
り
は
、
髪
上
げ
役
へ
の
豪
勢
な
贈
物
の
前
例
は
な
い
と
す
る
が
、
腰
結
役
と
し
て
は
満
子
の
場
合
が
そ
れ
に
な
ろ
う
。

諸
役
の
こ
と
に
移
り
た
い
。
康
子
内
親
王
裳
着
に
お
い
て
、
『
西
宮
記
』
や
『
李
部
王
記
』
が
、
波
線
を
付
し
た
よ
う
に
、
腰
結
役
・
理
髪

役
・
結
髪
役
の
三
役
が
あ
っ
た
と
し
て
い
る
記
述
は
、
ど
う
や
ら
信
用
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
問
題
点
九
惰
子
内
親
王

裳
着
の
准
拠
と
も
か
か
わ
る
こ
と
に
な
る
。
『
小
右
記
』
に
次
の
よ
う
に
あ
っ
た
。

惰
子
内
親
王
於
清
涼
殿
有
符
事
、
亥
刻
、
其
儀
存
例
、

不
能
具
記
、
但
左
大
臣
結
御
裳
腰
、

h

西
宮
帥
承
平
三
年
記
云
、

小
一
条
大
臣

結
康
子
内
親
王
裳
腰
者
、
依
件
記
所
結
坑
、

見
彼
年
貞
信
公
御
記
、
弁
故
殿
御
記
、
無
其
事
、
若
是
西
宮
記
相
誤
抗
、
注
小
一
条
大
臣
、

三
人
所
未
預
参
、
依
西

宮
記
所
被
行
抗
、
彼
記
小
一
条
大
臣
結
裳
腰
、
滋
野
内
侍
理
髪
、
尚
侍
結
本
結
者
、
可
奇
之
記
也
、
故
殿
御
記
、
以
尚
侍
為
結
御
裳
腰
人
、

則
是
貞
信
公
也
山
、
女
御
藤
尊
子
結
髪
、
h

令
一
冗
結
一
五
々
］
、
橘
徳
子
理
髪
、
［
御
乳
母
、
位
三
品
、
尋
先
年
之
例
、

以
典
侍
幸
子
為
理
髪
人
者
、
猶
西
宮
記
錯
謬
扶
］
、
左
大
臣
初
応
召
参
入
、
［
内
侍
召
侍
臣
告
、
若
是
元
服
時
例
放
］
、
結
腰
了
退
出
、
（
『
小

右
記
』
寛
弘
二
年
三
月
守
一
七
日
条
）

惰
子
内
親
王
の
裳
着
の
次
第
に
つ
い
て
、
実
資
は
様
々
な
疑
点
を
持
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
暦
記
の
末
に
は
「
今
日
儀
不
因
前
例
、
若
従
時
議

放
」
と
締
め
括
っ
て
い
た
が
、
賜
禄
・
饗
宴
・
拝
舞
な
ど
に
つ
い
て
の
引
用
は
割
愛
し
た
。

て
い
た
。

『
西
宮
記
』
『
李
部
王
記
』
と
も
、
貞
信
公
小
一
条
大
臣
忠
平
が
腰
結
役
、
内
侍
滋
野
幸
子
が
理
髪
役
、
尚
侍
満
子
が
結
髪
役
で
あ
っ
た
と
し

し
か
し
、
実
資
は
そ
う
で
な
か
っ
た
と
言
う
わ
け
で
あ
る
。
忠
平
が
腰
結
役
を
務
め
た
こ
と
は
、
「
貞
信
公
御
記
、
弁
故
殿
御
記
、

無
其
事
」
と
し
、
ま
た
、

三
人
が
腰
結
役
・
理
髪
役
・
結
警
役
に
就
い
た
例
は
な
く
、
「
故
殿
御
記
、
以
尚
侍
為
結
御
裳
腰
人
、
以
典
侍
幸
子

為
理
髪
入
者
」
と
し
て
、
腰
結
役
が
満
子
、

理
髪
役
が
幸
子
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
『
西
宮
記
』
の
錯
誤
を
重
ね
て
言
う
わ
け
で
あ
る
。
実

頼
「
故
殿
御
記
」
や
『
貞
信
公
記
』
の
当
該
条
が
散
逸
し
て
い
る
の
で
何
と
も
言
え
な
い
が
、
こ
こ
は
『
小
右
記
』
を
信
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

忠
平
は
康
子
内
親
王
の
伯
父
で
あ
り
、
実
頼
は
忠
平
息
男
な
の
で
、
も
っ
と
も
近
い
当
事
者
の
記
録
と
な
り
、
そ
れ
を
実
資
が
引
見
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
忠
平
の
役
割
は
、
腰
結
役
で
は
な
く
後
見
で
あ
り
、
腰
結
役
満
子
、
理
髪
役
幸
子
の
二
役
で
あ
っ
た
と
す
る
べ
き
で
あ
る
。
そ



れ
は
、
満
子
に
対
す
る
贈
物
の
質
と
量
が
、
も
っ
と
も
大
役
の
腰
結
役
に
相
応
し
い
か
ら
で
も
あ
る
。
な
お
、
こ
う
な
る
と
『
太
后
御
記
』
の

「
お
と
ど
」

は
、
『
伊
勢
集
』

H
類
本
と
同
じ
く
「
尚
侍
の
お
と
ど
」

の
誤
記
の
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
『
和
歌
大
系
』
が
「
満
子
が
、
髪

上
げ
も
し
た
か
」
と
す
る
指
摘
は
誤
認
と
な
る
。

惰
子
内
親
王
の
裳
着
を
差
配
し
た
人
物
は
未
詳
で
あ
る
が
、
す
で
に
京
に
帰
還
し
て
い
た
伊
周
・
隆
家
ら
が
か
か
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ

の
兄
弟
は
、
『
西
宮
記
』
を
引
見
し
て
内
親
王
裳
着
の
典
拠
を
見
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
惰
子
内
親
王
の
裳
着
を
前
例
の
よ
う
に
し
た
か
っ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
、
故
実
家
実
資
は
、
三
人
が
腰
結
役
・
理
髪
役
・
結
警
役
に
就
い
た
例
の
不
在
を
指
摘
し
て
い
る
。
『
西
宮
記
』
の
錯
誤

が
認
め
ら
れ
る
が
、
ま
た
、

そ
れ
が
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
事
情
も
確
認
で
き
よ
う
。

と
に
か
く
、
『
西
宮
記
』
の
記
述
に
よ
っ
て
、
惰
子
内
親

主
の
裳
着
に
三
役
が
就
い
た
の
は
、
確
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

四

歌
の
解
釈

扉
風
が
満
子
へ
の
送
物
と
す
る
と
、
詞
書
の

の
解
釈
も
違
っ
て
く
る
。
問
題
点
作
で
あ
る
。
『
全
釈
』
は

か
ら
詠
進
な
さ
っ
た
歌
の
す
べ
て
」
と
し
、
伊
勢
に
敬
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
『
新
大
系
』
は
「
敬

「
こ
こ
に
奉
り
た
ま
ふ
か
ぎ
り
」

「
こ
こ
（
伊
勢
｜
注
）

語
で
遇
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
邸
の
主
。
こ
の
時
宇
多
院
・
温
子
・
敦
慶
親
王
な
ど
没
後
で
あ
る
の
で
、
誰
か
は
不
明
。
中
務

に
代
わ
っ
て
詠
進
し
た
か
」
と
し
て
い
る
。
「
こ
こ
」

の
解
釈
に
揺
れ
が
あ
る
が
、
敬
語
使
用
な
ど
も
考
慮
し
、
「
御
送
物
」
が
満
子
へ
の
物
で

あ
る
と
す
れ
ば
、
「
こ
こ
満
子
に
北
の
宮
側
か
ら
呈
上
な
さ
る
御
扉
風
」

の
意
と
な
ろ
う
。
「
た
ま
ふ
」

は
北
の
宮
側
へ
の
敬
意
と
な
る
。
そ
う

す
る
と
伊
勢
は
、
満
子
の
依
頼
で
詠
進
し
た
の
で
は
な
く
、
康
子
内
親
王
側
か
ら
の
要
請
で
詠
ん
だ
こ
と
に
な
り
、

そ
の
た
め
に
詠
進
し
た
歌

の
す
べ
て
の
意
と
な
ろ
う
。

そ
れ
で
は
伊
勢
が
何
首
詠
ん
だ
か
に
な
る
が
、

不
明
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
『
伊
勢
集
』
の
配
列
で
は
、

七
七
番
歌
か
ら
八
一
番
歌
ま

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御
扉
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

五



ム
ノ、

で
の
五
首
が
扉
風
歌
の
題
ら
し
い
詞
書
を
伴
っ
て
並
ん
で
い
る
が
、
七
九
番
歌
は
実
頼
の
歌
ら
し
く
、

八
O
番
歌
は
『
敦
忠
集
』
に
、

八

番

歌
は
『
中
務
集
』
に
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
混
入
混
線
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『
全
釈
』
は

「
河
番
・
別
番
・
別
番
に
は
問
題
が
残
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。
少
な
く
と
も
七
七
番
歌
だ
け
は
、
裳
着
用
に
詠
ま
れ
た
の
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
七
八
番
歌
は
、
「
浮
き
草
、
舟
に
て
取
る

と
こ
ろ
／
根
を
絶
え
て
水
に
と
ま
れ
る
浮
き
草
は
池
の
深
さ
を
頼
む
な
り
け
り
」

で
あ
り
、
扉
風
歌
で
は
珍
し
い

「
浮
き
草
」
が
詠
ま
れ
て
い

る
最
後
に
七
七
番
歌
「
い
に
し
へ
の
心
も
絶
え
ず
行
く
水
に
我
が
ま
つ
影
も
今
日
こ
そ
は
見
れ
」
に
若
干
の
解
釈
を
施
し
て
お
き
た
い
u

II 
類

本
の
詞
書
「
水
の
つ
ら
に
松
あ
る
所
」
や
『
中
務
集
』
の

「
松
の
下
に
水
ゃ
れ
り
」
と
の
詞
書
か
ら
す
る
と
、
第
三
句
の

「
行
く
水
」

は
、
池

に
流
れ
入
る
遣
水
で
あ
ろ
う
。
絵
柄
は
、
遣
水
の
ほ
と
り
に
植
え
ら
れ
た
松
が
水
面
に
映
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
眺
め
る
人
物
の
姿
も
描
か
れ
て

い
た
こ
’
ど
に
な
る
。
「
我
が
ま
つ
」

σ〉

「我」

は
、
そ
の
人
物
と
な
る
。
伊
勢
は
、

そ
の
人
物
の
立
場
で
詠
歌
し
た
こ
と
に
な
る
。
満
子
へ
の

贈
物
と
す
る
『
全
釈
』
は

「
満
子
は
延
喜
七
年
（
九
O
七
）
以
来
長
く
尚
侍
の
地
位
に
あ
っ
た
人
で
伊
勢
は
そ
の
感
慨
を
代
弁
し
て
、
こ
の

よ
う
に
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
」

と
し
、
『
和
歌
大
系
』
は

「
依
頼
者
、
満
子
の
気
持
ち
を
込
め
て

「
待
つ
姿
」
と
詠
ん
だ
」
と
し
て
い
る
。

し

か
し
、
満
子
に
贈
っ
た
も
の
と
解
す
れ
ば
、
伊
勢
は
断
中
の
人
物
の
立
場
に
な
っ
て
詠
ん
だ
歌
と
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
し
て
、

そ
の
人
物

の
思
い
は
、
満
子
の
そ
れ
と
も
重
な
る
と
い
う
こ
と
に
は
な
ろ
う
。

歌
の
意
は
、
往
昔
よ
り
絶
え
る
こ
と
な
く
流
れ
る
水
や
、
長
寿
の
松
に
賀
意
を
込
め
、
水
に
映
る
松
の
影
と
い
う
常
套
的
な
趣
向
を
用
い
つ

っ
、
そ
の
松
の
影
に
康
子
内
親
王
の
成
長
し
た
姿
を
紡
併
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
技
巧
的
に
は
、
「
松
」

に
、
裳
着
の
日
を
「
待
つ
一
意
が

掛
け
ら
れ
、
「
影
」

は
、
水
に
映
る
松
の
影
と
成
人
し
た
北
の
宮
の
姿
を
重
ね
る
の
で
あ
る
。
待
ち
望
ん
だ
裳
着
の
日
に
、

そ
の
姿
を
見
る
こ

と
が
で
き
る
感
激
が
表
現
さ
れ
て
い
よ
う
。
昔
か
ら
康
子
内
親
王
に
心
を
寄
せ
て
い
た
人
々
の
思
い
を
画
中
人
物
が
代
弁
す
る
か
の
よ
う
に
詠

ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



お
わ
り
に

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
を
め
ぐ
る
諸
問
題
を
指
摘
し
て
、

そ
れ
ら
を
検
討
し
て
み
た
。
さ
ら
に
、

八
一
番
歌
ま
で
と
、
康
子
内
親
王
裳
着
の

た
め
に
詠
ま
れ
た
他
の
扉
風
歌
も
検
討
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
は
課
題
と
し
た
い
。
若
干
の
異
説
を
述
べ
た
の
で
、
ご
批
正
を
賜

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

＊ 

本
論
で
テ
キ
ス
ト
を
示
さ
な
か
っ
た
も
の
は
、
史
書
が

「
改
定
史
籍
集

「
新
訂
増
補
国
史
大
系
」
（
吉
川
弘
文
館
）
と
『
一
代
要
記
』
が

覧
」
（
臨
川
書
店
）
、
古
記
録
は
「
大
日
本
古
記
録
」
（
岩
波
書
店
）
と
『
吏
部
王
記
』
が
「
史
料
纂
集
」
（
統
群
書
類
従
刊
行
会
）
、
『
拾
芥
抄
』

は
「
改
定
増
補
故
実
叢
書
」
（
明
治
図
書
）
、
『
西
宮
記
』
は
「
神
道
大
系
」
（
同
刊
行
会
）
を
使
用
し
た
。

2 1 注

関
根
慶
子
・
村
上
治
・
小
松
登
美
『
伊
勢
集
』
（
不
昧
堂
書
店
、
一
九
五
二
年
九
月
）

①
『
頼
基
集
』
に
「
笠
取
の
山
を
頼
み
し
か
ひ
も
な
く
時
雨
に
袖
を
濡
ら
し
て
ぞ
行
く
」
（
八
）
、
②
『
公
忠
集
』
（
I
の
八
、

H
の
七
、
皿
の
八
、

w

の
こ
・
『
拾
遺
集
』
（
夏
・
一

O
六
・
源
公
忠
）
・
『
大
鏡
』
（
公
季
伝
）
に
「
行
き
や
ら
で
山
路
暮
ら
し
つ
郭
公
今
一
声
の
聞
か
ま
ほ
し
さ
に
」
、
③

『
公
忠
集
』
（
I
の
二
二
、

H
の
二
六
、

E
の
八
）
・
『
新
勅
撰
』
（
賀
・
四
五
四
・
源
公
忠
）
に
「
皆
人
の
い
か
で
と
恩
ふ
万
代
の
た
め
し
に
君
を
祈
る

今
日
か
な
（
E
は
初
旬
水
上
の
、
新
勅
撲
は
四
句
た
め
し
と
）
」
、
④
『
拾
遺
集
』
（
春
・
六
三
了
紀
貫
之
）
に
「
春
深
く
な
り
ぬ
と
恩
ふ
を
桜
花
散
る

こ
の
も
と
は
ま
だ
雪
ぞ
降
る
」
、
⑤
『
拾
遺
集
』
（
雑
春
・
一

O
O三
・
右
近
）
に
「
年
月
の
行
方
も
知
ら
ぬ
山
賎
は
滝
の
音
に
や
春
を
知
る
ら
ん
」

な
ど
が
、
裳
着
の
扉
風
歌
に
な
る
。
詞
書
に
「
北
の
宮
」
呼
称
が
あ
る
場
合
は
、
歌
番
号
に
傍
線
を
付
し
た
。

杉
崎
重
遠
「
北
宮
考
」
（
『
王
朝
歌
人
伝
の
研
究
』
新
典
社
、
一
九
八
六
年
三
月
）

3 

『
伊
勢
集
』
七
七
番
歌
「
北
の
宮
」
の
裳
着
と
「
御
送
物
の
御
界
風
歌
」
を
め
ぐ
っ
て

七
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萩
谷
朴
「
四
八
天
暦
十
年
八
月
十
一
日
坊
城
右
大
臣
師
輔
前
栽
合
」
（
『
平
安
朝
歌
合
大
成
一
』
私
家
版
、
一
九
五
七
年
一
月
）

増
田
繁
夫
「
弘
徽
殿
と
藤
壷
」
『
国
語
と
国
文
学
』
一
九
八
四
年
一
一
月
、
新
藤
協
三
・
河
井
謙
治
・
藤
田
洋
治
編
『
公
忠
集
全
釈
』
風
間
書
一
房
、
二

O
O六
年
五
月
）

山
崎
正
伸
「
「
北
宮
」
語
義
考
」
（
『
大
中
臣
頼
基
集
全
注
釈
』
新
典
社
、
一
九
九
一
年
一
二
月
）

大
田
静
六
「
藤
原
道
長
の
枇
杷
殿
」
（
『
寝
殿
造
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
二
月
）
、
野
口
孝
子
「
枇
杷
殿
」
（
『
平
安
京
の
邸
第
』
望
稜
舎
、

一
九
八
七
年
五
月
）
な
ど
。

注
（
1
）
に
同
じ
。

拙
稿
「
歌
人
伊
勢
の
家
と
そ
の
交
遊
関
係
朝
忠
・
雅
正
・
清
正
・
敦
忠
な
ど
」
（
『
大
妻
女
子
大
学
紀
要
1
文
系
｜
』
制
、
二

O
O九
年
コ
一
月
）

関
根
慶
子
・
山
下
道
代
『
伊
勢
集
全
釈
』
（
風
間
書
一
房
、
一
九
九
六
年
一
一
月
）
、
平
野
由
紀
子
「
伊
勢
集
」
（
『
平
安
私
家
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
二
一
月
）
、
高
野
晴
代
「
伊
勢
集
」
（
『
小
町
集
・
遍
昭
集
・
業
平
集
・
素
性
集
・
伊
勢
集
・
猿
丸
集
』
和
歌
文
学
大
系
、
明

治
書
院
、
一
九
九
八
年
一

O
月
）
。
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
『
全
釈
』
、
『
新
大
系
』
、
『
和
歌
大
系
』
と
略
記
す
る
。

（
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